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1 はじめに
近年，旅行先を決める上で webを利用することが多

くなった．例えば旅行先で評判の良い温泉に行きたい

なら，じゃらん netなどでランキングを見て，上位の

温泉がある場所を旅行先に選ぶことが出来る．しかし，

実際に旅行に行く時は 1つの目的だけではなく複数の

目的があることが多い．一般的に，こうした 1つの目

的を満たした情報を得ることは容易でも，複数の目的

を満たした情報を得ることは容易ではないのが現状で

ある．

　観光ルートを推薦する研究 [1][2]が行われている．こ

れらの研究では，ユーザの嗜好や希望度，その他の制

約を満たす最適なルートを推薦する．しかし，この前

段階であるどこを目的地にするべきかどうかというこ

とには答えてくれない．そこで，本研究ではユーザが

入力する複数の目的を満たした旅行地を推薦するシス

テムを提案する．オブジェクトの web上での人気や移

動時間，関連性を用い，旅行先となるオブジェクト集

合の統合的なスコアを算出する．まずそのために，旅

行時における複数の目的からオブジェクト集合の生成

を行い，次に得られたオブジェクト集合の評価を行う．

良い評価を得られる観光地は，人気のオブジェクトが

含まれていることと，オブジェクト間の距離が近いこ

と，そしてそういったオブジェクト間の関連性が高い

ことであると考えた．よって関連性の高さ，人気の高

さ，距離の近さからオブジェクト集合の評価を行う．図

1は本手法の概念図を示す．

2 オブジェクト集合の生成と評価
2.1 オブジェクト集合の生成

本研究ではオブジェクト集合を各目的に対応したオ

ブジェクトが１つずつ選択された集合と定義する．オ

ブジェクト集合の生成は本来総当りで行うが，集合の
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図 1: 地理オブジェクト集合の概念図

評価を行う際計算量が膨大になる．そこで，目的ごと

に後述する人気度の上位 n件のオブジェクトを選択し，

それらのオブジェクトの半径m[km]にあたる範囲から

オブジェクト集合を生成する．選択したオブジェクトの

半径m[km]以内に他の選択したオブジェクトが存在し

対象とする地域が重なってしまう場合は，順位が下位

のオブジェクトを選択から外し新たに n+1位以降のオ

ブジェクトを選択する．これら n箇所の地域で目的ご

とに１つずつオブジェクトを選択することでオブジェ

クト集合を生成する．

2.2 オブジェクト集合の評価

オブジェクト集合の評価は関連度，人気度，距離ス

コアからオブジェクト区間のスコアを求め，それらの

平均を求めることでオブジェクト集合の評価Oを求め

る．式中の Nはオブジェクトの数，Si,j はオブジェク

ト iと jの区間におけるスコアである．

O =
S1,2 + S1,3 + ...SN−1,N

nC2
(1)

Si,j = Ri,j × Pi,j ×Di,j (2)

関連度Ri,j は目的間の関連性とし，オブジェクト i,j

の 2 つの目的 A,B をキーワードとした旅行レビュー

の検索結果数から Jaccard係数を用いた．2つのキー

ワードが旅行レビューの同じページ内に存在していれ

ば，セットで行く場所であり関連性が高いとした．
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図 2: オブジェクト集合の評価の例

人気度 Pi,j は施設の人気の高さとし，foursquareの

訪問数を用いた．オブジェクト iおよび jの訪問数の平

均を求め，それをその地域における最大の訪問数Maxp

で割ることで，人気度の値が 0より大きく 1.0以下の

値を取るようにした．

Pi,j =
(log10 pi + log10 pj) /2

log10 Maxp
(3)

距離スコアDi,jはオブジェクト i,j間の距離とし，距

離の逆数を用いた．距離 di,j は緯度経度の差と地球の

半径から直線距離を求め，単位は kmとした．なお底

が 10の logの場合，距離が 1.0km未満のとき負の値

をとってしまう．そのため，距離が 1.0km未満のとき

は例外的に距離を 1.0kmとして扱うこととした．

Di,j = 1− log10 di,j
log10 Maxd

(4)

3 結果と考察
　旅行目的をテーマパーク・温泉・神社，対象地域

を浦安市・箱根市・日光市とし，その 3地域から各目的

ごとに 30件ずつ foursquareからオブジェクトの情報

を取得し，30kmの範囲内でオブジェクト集合の生成

及び評価を行った．関連度は表 1とした．表 2は，各

地域で最も高くなったオブジェクト集合の評価Oであ

り，1が浦安市，2が箱根町，3が日光市の結果である．

　結果としては，日光市では訪問数も多く，距離的に

も近い集合が得られた．その一方，箱根町では地域内

で一番訪問数の多いテーマパーク「鈴廣かまぼこの里」

では無く，4kmほど温泉と神社に近いが訪問数が非常

に少ない「Forest Adventure」が含まれた集合が得ら

れた．浦安市でも，温泉と神社の距離は非常に近いが，

どちらも訪問数は非常に少ないオブジェクトが含まれ

た集合が得られた．よって，全体として訪問数の多さ

よりも距離の近さが重視された結果となった．より実

用的な結果を得るためには，人気度と距離スコアが同

表 1: 関連度
テーマパーク-温泉 テーマパーク-神社 温泉-神社

0.026 0.012 0.139

表 2: オブジェクト集合の評価

テーマパーク 温泉 神社 O

1 ディズニーランド 天然温泉 亀戸天神社 0.0307

2 Forest Adventure ユネッサン 箱根神社 0.0320

3 日光江戸村 日光やしおの湯 日光東照宮 0.0269

じ程度考慮されるように，これらの値の設定を行う必

要がある．

4 まとめ
本論文では，ユーザが入力する複数の目的を満たし

た旅行地を推薦するシステムを提案し，オブジェクト

の web上での評価や移動距離，関連性を用い，旅行先

となるオブジェクト集合の統合的なスコアを算出した．

　今後の課題としては，多数の目的を入力した場合に，

それら全てを含む地域が存在するとは限らないため，

全ての目的オブジェクトを含んでいる訳ではない地域

を扱える必要がある．また，食事処など同じ目的のオ

ブジェクトが複数あってもよいオブジェクト集合の評

価方法などを考える必要がある．さらに，目的ごとに

自分で重みをつけることでよりユーザの満足度の高い

結果が得られると考えられるため，今後目的ごとの重

みを考慮した仕組みを考えていく事も課題である．
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